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近
年
、
日
本
の
義
務
教
育
現
場
で
は
大
き
な
地
殻

変
動
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
日
本

語
を
母
語
と
し
な
い
Ｊ
Ｓ
Ｌ
（Japanese as a Sec-

ond Language

）
児
童
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日

本
語
習
得
に
困
難
を
抱
え
る
児
童
を
ど
の
よ
う
に
支

援
す
る
の
か
、
ま
た
日
本
語
能
力
の
有
無
や
程
度
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
児
童
が
共
に
学
び
合
え
る

教
科
教
育
を
い
か
に
実
現
す
る
の
か
。
本
研
究
は
、

こ
う
し
た
現
代
日
本
が
直
面
す
る
教
育
課
題
に
応
え

る
た
め
、
多
言
語
・
多
文
化
社
会
に
お
け
る
学
校
教

育
の
あ
り
方
を
探
究
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

だ
教
育
実
践
で
あ
る
。

多
様
化
す
る
児
童
と
教
育
課
題

　

日
本
に
在
留
す
る
外
国
人
数
は
４
１
３
万
人
（
２

０
２
５
年
末
時
点
）
に
達
し
、
過
去
最
高
を
更
新
し

て
い
る
。
小
学
校
に
通
う
外
国
人
児
童
は
増
加
・
多

様
化
し
て
お
り
、
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
日
本

国
籍
児
童
も
こ
の
10
年
間
で
倍
増
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｓ

Ｌ
児
童
へ
の
日
本
語
支
援
を
拡
充
し
、
す
べ
て
の
児

童
が
等
し
く
学
習
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
と
、
日
本
人
と
外
国

　
〈
受
賞
の
言
葉
〉

　

本
実
践
研
究
は
、
教
育
現
場
の
多
言
語
・
多

文
化
化
が
進
む
中
、
子
ど
も
た
ち
が
「
こ
と
ば
」

の
壁
に
よ
っ
て
学
び
か
ら
距
離
を
置
か
ざ
る
を

得
な
い
現
状
に
向
き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
国
語
科
に
必
要
な
言
語
能
力
を
コ
ー
パ

ス
に
基
づ
き
行
為
レ
ベ
ル
で
示
すJSL Can-

do

と
、
構
築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
国
語
力
診
断
テ
ス
ト
を
開
発
し
、
学
習

状
況
や
支
援
の
方
向
性
を
可
視
化
す
る
と
と
も

に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
働
し
て
学
び
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
試
み
ま
し
た
。
今
後

も
多
文
化
共
生
社
会
を
支
え
る
教
育
の
あ
り
方

を
探
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
第
23
回 

学
事
出
版
教
育
文
化
賞
受
賞
〉

共
生
型
国
語
科
教
育
の
た
め
の
実
践
研
究

共
生
型
国
語
科
教
育
の
た
め
の
実
践
研
究

―
―
教
科
書
コ
ー
パ
ス
と
Ａ
Ｉ
支
援
に
よ
る
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
の
持
続
可
能
な
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
―
―	

田
中
祐
輔
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
教
授
）

受賞論文
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人
の
子
ど
も
が
共
に
学
ぶ
環
境
の
創
出
を
掲
げ
て
い

る
。
ま
た
『
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
（
１
）』

で
は
、
国
籍
や

言
語
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
性
を
尊
重
し
、
共

に
学
び
合
え
る
教
育
環
境
の
整
備
が
目
標
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
教
育
資
源
不
足
を
補
う
た
め
生
成
Ａ
Ｉ
な

ど
の
活
用
の
必
要
性
も
示
さ
れ
て
い
る
（
２
）。

　

多
言
語
・
多
文
化
社
会
へ
と
向
か
う
日
本
で
は
、

多
様
な
児
童
の
学
習
機
会
を
保
障
す
る
た
め
、
日
本

語
支
援
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
環

境
の
整
備
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

在
籍
学
級
参
加
を
支
え
る�
�

言
語
支
援
の
必
要
性

　

学
校
教
育
に
お
け
る
言
語
的
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
を

抱
え
る
児
童
へ
の
支
援
は
、
現
在
「
取
り
出
し
指
導
」

（
通
常
学
級
と
は
別
室
で
行
う
指
導
）
と
「
入
り
込
み

指
導
」（
通
常
学
級
に
支
援
者
が
入
り
個
別
に
行
う

指
導
）
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
入
り

込
み
指
導
で
は
増
加
す
る
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
に
対
し
自
治

体
が
十
分
な
人
材
や
予
算
を
確
保
で
き
な
い
実
情
が

あ
る
。
ま
た
、
取
り
出
し
指
導
で
は
在
籍
学
級
の
学

習
内
容
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
、
復
帰
時
に
心
理
的
・

学
習
的
障
壁
が
生
じ
、
共
に
学
ぶ
機
会
を
損
な
う
問

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
３
）。
解
決
に
は
、
各
教
科
を
こ

と
ば
の
視
点
か
ら
再
検
討
し
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
が
在
籍

学
級
で
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
内
容
と
指
導
を
再

設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
教
科
で
必
要
と
さ
れ
る
語ご

彙い

や

表
現
、
求
め
ら
れ
る
言
語
能
力
を
指
標
化
し
、
児
童

の
習
得
度
を
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
の
だ

が
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
の
日
本
語
能
力
を
適
切
に
判
定
す

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。『
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
』
や
『
Ｊ
Ｆ

Ｔ
』
は
教
科
学
習
に
必
要
な
日
本
語
力
を
測
る
設
計

で
は
な
く
、
受
験
費
用
や
実
施
条
件
の
制
約
か
ら
も

学
校
現
場
で
の
活
用
は
現
実
的
と
は
言
い
難
い
。『
Ｄ

Ｌ
Ａ
対
話
型
ア
セ
ス
メ
ン
ト
』
や
『
Ｊ
Ｓ
Ｌ
バ
ン
ド
ス

ケ
ー
ル
』も
重
要
だ
が
、利
用
に
は
知
識
や
経
験
を
要

し
、
記
述
も
大
ま
か
な
た
め
具
体
的
な
指
導
内
容
を

検
討
す
る
材
料
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
。
教
育
や

支
援
の
場
で
は
、
教
科
学
習
に
資
す
る
日
本
語
能
力

を
指
標
化
し
測
定
す
る
テ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

児
童
や
保
護
者
も
深
刻
な
困
難
に
直
面
し
て
い

る
。
国
語
・
算
数
・
社
会
・
理
科
・
生
活
と
い
っ
た

教
科
に
お
い
て
、
帰
国
・
外
国
人
児
童
の
日
本
語
力

に
応
じ
た
日
本
語
教
育
の
時
間
や
リ
ソ
ー
ス
は
極
め

て
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、大
都
市
圏
以
外
の
地
域

や
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
の
散
在
地
区
で
は
、
日
本
語
指
導
に

あ
た
る
人
材
や
教
育
資
源
が
不
足
し
て
お
り
、
地
域

や
学
校
に
よ
っ
て
支
援
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、日
本
語
学
習
の
た
め
の
具

体
的
な
手
立
て
が
な
く
、
家
庭
教
育
に
も
戸
惑
う
保

護
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。ま
た
、学
校
で
の
学
び

に
必
要
な
日
本
語
能
力
が
児
童
や
保
護
者
に
十
分
に

示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
児
童
自
身
の
日
本
語
力
の

状
況
や
、
今
後
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
把
握
す
る
こ
と

が
難
し
い
と
い
う
深
刻
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
入
転
入
の
段
階
で
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
に
必
要

な
日
本
語
能
力
の
指
標
を
明
確
に
示
し
、
学
習
や
指

導
の
内
容
を
検
討
す
る
た
め
の
能
力
判
定
テ
ス
ト
の

開
発
が
急
務
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
の
研
究
や

実
践
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

JSL C
an-do

の
開
発

　

以
上
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
本
研
究
で
は

次
ペ
ー
ジ
の
図
１
上
段
に
示
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
実
践

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
ず
、
教
科
を
第
二
言
語
習

得
の
視
点
か
ら
捉
え
、
学
び
に
必
要
な
能
力
指
標
を

開
発
し
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
の
学
び
で
困

難
が
伴
う
教
科
と
さ
れ
る
国
語
科
に
着
目
し
、
筆
者

が
作
成
し
た
小
学
校
第
１
学
年
か
ら
第
６
学
年
ま
で
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の
国
語
教
科
書
コ
ー
パ
ス
に
基
づ
き
、
国
語
教
科
書

掲
載
語
を
出
現
頻
度
、
提
出
順
、
難
度
な
ど
の
観
点

か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
各
語
の
重
み
づ
け
と
傾
向
把

握
を
行
い
、
学
年
・
単
元
ご
と
の
重
要
語
と
必
要
な

言
語
運
用
能
力
を
抽
出
し
た
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
と

学
校
現
場
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
図
１
に
示
す

能
力
指
標
『JSL Can-do

』
を
設
定
し
た
。

　

Can-do

と
は
、
従
来
の
文
法
知
識
や
語
彙
量
な
ど

の
要
素
を
測
定
す
る
言
語
能
力
指
標
と

は
異
な
り
、
実
際
の
場
面
で
そ
の
言
語

を
使
っ
て
何
が
で
き
る
か
に
着
目
し
た

指
標
で
あ
る
。
国
語
科
の
学
び
に
必
要

な
言
語
能
力
と
は
何
か
を
10
段
階
の
レ

ベ
ル
に
分
け
て
示
し
、
読
む
・
書
く
・

聞
く
・
話
す
と
い
う
四
技
能
の
観
点
か

ら
何
が
で
き
る
か
を
示
し
て
い
る
。

指
標
に
基
づ
く�

�

判
定
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　

次
に
、
前
掲
指
標
に
基
づ
く
言
語
能

力
判
定
ア
プ
リ
『
Ｊ
Ｓ
Ｌ
児
童
向
け
国

語
力
診
断
テ
ス
ト
』（
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
）

を
開
発
し
、
検
証
を
行
い
な
が
ら
出
題

ア
イ
テ
ム
と
機
能
の
改
善
に
取
り
組
ん

だ
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
は
、
日
本
語
を
母

語
と
し
な
い
児
童
を
対
象
と
し
た
教
科

型
の
国
語
力
診
断
テ
ス
ト
で
、
国
語
科

に
必
要
な
語
彙
を
習
熟
段
階
別
に
整
理

し
、
児
童
の
国
語
力
を
10
段
階
で
評
価
す
る
も
の
で

あ
る
（
図
２
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
児
童
の
言
語
能
力
の
状
況
を
把
握

し
、
教
科
学
習
に
必
要
な
言
語
的
課
題
や
習
得
状
況
（
４
）

図１　研究のプロセスとJSL Can Do（国語篇）

図２　JSL Can-Doに基づく国語力診断テスト
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を
明
ら
か
に
で
き
る
。
さ
ら
に
、
得
ら
れ
た
情
報
を

学
校
・
地
域
・
保
護
者
が
共
有
す
る
こ
と
で
、
連
携

的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
本
テ
ス
ト
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
実
施
さ

れ
、
支
援
者
が
児
童
情
報
を
入
力
後
、
児
童
が
操
作

し
て
回
答
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
端
末
は
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
り
１
人
１
台
整
備
さ
れ
て

お
り
、
新
た
な
機
器
購
入
は
不
要
で
あ
る
。
出
題
は

読
む
・
書
く
・
聞
く
・
話
す
の
４
技
能
に
わ
た
り
12

形
式
で
行
わ
れ
、
児
童
に
過
度
な
負
担
を
与
え
ず
多

面
的
に
測
定
で
き
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可

能
な
環
境
で
あ
れ
ば
場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
ず
受

験
で
き
、
結
果
は
即
時
に
判
定
さ
れ
る
。
特
別
な
準

備
や
高
度
な
専
門
知
識
を
必
要
と
し
な
い
点
も
特
徴

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
学
校
現
場
で
の
独
自
ア
イ
テ
ム
作
成
と

支
援
者
に
よ
る
問
題
作
成
を
補
助
す
る
シ
ス
テ
ム
開

発
に
も
取
り
組
ん
だ
。
本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
支
援
者

が
出
題
し
た
い
文
章
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
と
、
品

詞
分
類
お
よ
び
頻
度
分
析
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

事
前
に
筆
者
が
登
録
し
た
コ
ー
パ
ス
の
頻
度
情
報
と

の
照
合
・
集
計
が
行
わ
れ
、
コ
ー
パ
ス
デ
ー
タ
を
基

盤
と
し
た
Ａ
Ｉ
に
よ
る
テ
ス
ト
問
題
の
生
成
が
行
わ

れ
る
。
生
成
さ
れ
た
問
題
は
支
援
者
が
内
容
を
確
認

し
、
改
善
点
を
修
正
で
き
、
ま
た
、
コ
ー
パ
ス
と
の
関

連
度
が
数
値
で
表
示
さ
れ
、
問
題
と
し
て
の
妥
当
性

を
客
観
的
に
確
認
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

共
に
学
ぶ
た
め
の�

�

国
語
科
の
実
現
に
向
け
て

　

本
研
究
で
は
、
多
言
語
・
多
文
化
社
会
に
お
け
る

国
語
科
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
児
童
の
教
科
学

習
に
関
わ
る
言
語
能
力
の
状
況
と
必
要
な
支
援
を
可

視
化
す
る
こ
と
で
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
協
働
し

て
学
び
を
支
え
る
基
盤
の
構
築
を
目
指
し
た
。
開
発

し
たJSL Can-do

は
、
国
語
科
の
学
習
に
必
要
な
言

語
能
力
を
行
為
記
述
型
で
段
階
化
し
、
児
童
が
授
業

参
加
の
た
め
の
言
語
的
基
盤
を
可
視
化
す
る
指
標
で

あ
る
。
ま
た
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
は
、
こ
の
指
標
を
基
盤

と
し
た
評
価
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
４
技
能
を
総
合
的
に

測
定
し
児
童
の
言
語
能
力
の
状
況
を
把
握
で
き
る
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
も
取
り
入

れ
、
地
域
間
の
格
差
や
教
育
資
源
不
足
へ
の
対
応
を

視
野
に
入
れ
た
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
い
一
定
の
成
果

を
得
た
。
一
方
で
、
本
研
究
は
国
語
科
に
焦
点
を
当

て
た
初
期
的
試
み
で
あ
り
、
他
教
科
へ
の
展
開
や
評

価
結
果
と
学
習
成
果
と
の
関
連
の
検
証
、
各
学
校
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備
と
普
及
な

ど
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
日
本
で
は
多
様
な
人
々
が
共
に
社
会
を
形

成
す
る
多
言
語
・
多
文
化
社
会
へ
の
移
行
が
進
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
日
本
語
に
よ
る
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
相
互
理
解
と
協
働
を
支

え
る
重
要
な
基
盤
と
な
る
。
日
本
語
を
母
語
と
す
る

児
童
も
、
そ
う
で
な
い
児
童
も
、
分
け
隔
て
な
く
共

に
学
べ
る
教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
教
育
の
実
現
に
資
す
る
。
今
後
は
、

開
発
し
た
指
標
と
シ
ス
テ
ム
を
教
育
現
場
で
検
証
し

な
が
ら
適
用
を
進
め
、
国
語
科
教
育
と
第
二
言
語
と

し
て
の
日
本
語
教
育
を
接
続
し
た
実
践
を
通
し
て
、

共
生
社
会
に
対
応
し
た
国
語
教
育
の
あ
り
方
を
具
体

化
し
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
。
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